	レポート講座２００２　　　　　　　　　　　　主催　学生サポートルーム

第２回　著作権と引用

講師：佐藤敬二（法学部教授）




はじめに
本日の内容：1.模擬レポートの返却・講評

　　　      2.解説を兼ねて、前回の講義内容の復習

　　　　　　3.「引用の仕方」について

＊「引用方法」について取り扱う理由

　　そもそも私がこの講座を開くことにした原因

　　一昨日（月曜日）の学生主事会議、昨日（火曜日）の各学部教授会

１．前回の講座内容と、質問への回答
  ＊前回の内容は、前回のレジュメを参照してください。

　　前回欠席の人は、画面をみてください。　

　＊補足　理系の研究き、仮説→実験で検証→検証できたもののみとり扱う

ところが、文系学生のレポートはこの「仮説」レベルのものばかり

２．著作権

1.他人のアイデアを自らのものとして使用すると著作権侵害

　　←自覚していたか無自覚かは問わない、公表・不公表を問わない

　　→みなさんの執筆したものの多くはおそらく著作権侵害

　　　（教育目的であるから外部に出さない限り許されているが）

　　　　例を一つ：講義の受講

  2.引用の要件（著作権法３２条）

　　　1)「公表された著作物」：未公開のものはだめ

      2)「公正な慣行に一致する」：必要でない場合にはだめ

      3)原文をそのまま引用する

      4)正当な目的のための「正当な範囲内」：多量はだめ

  3.出所の明示（著作権法４８条）

4.利用可能

1)公文書（法律・命令・判例・広報）

2)学術的利用や教育的利用

３．引用方法

1. 法律学の場合

2. 社会学の場合

3. それ以外　e.g.英文学

4. 各学部からの注意

講評に代えて

１．前回の講座内容を参考に

　　1.image mapによって論じるテーマを決め

　　2.outlineによって全体構成を決め

　　3.まず序文を書き

4.本文では、事実関係の提示、諸見解の提示

5.自説の提示では、たとえば三段論法

　　6.更に、具体的記述については、one word one meaning等のこつを押さえる

２．コメントは、それぞれの段階に応じたものになっています

　たとえば、上の1.2.ができているものについては、3.以下の点を書いており、1.2.ができていなものについては、主に1.2.について書いています。したがって、1.2.についてのコメントがなに人については、1.2.はできていると私が評価したと思ってください。

３．資料なりデータから言える範囲のことを言うこと。これを越えて主張することはできない。

